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諮問庁：防衛大臣 

諮問日：平成３０年１月２４日（平成３０年（行情）諮問第４４号） 

答申日：令和４年３月２４日（令和３年度（行情）答申第５９２号） 

事件名：平成２８年度在外邦人等保護措置訓練について行政文書ファイル等に

つづられた文書の一部開示決定に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

「「平成２８年度在外邦人等保護措置訓練」について「行政文書ファイ

ル等（平成２３年防衛省訓令第１５号「防衛省行政文書管理規則」）に綴

られた文書の全て。＊電磁的記録が存在する場合，その履歴情報も含む。」

（以下「本件請求文書」という。）の開示請求に対し，別紙に掲げる文書

２ないし文書４８（以下，併せて「本件対象文書」という。）を特定し，

その一部を不開示とした決定については，本件対象文書を特定したことは

妥当であるが，別表の５欄に掲げる部分を開示すべきである。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

行政機関の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」という。）３

条の規定に基づく開示請求に対し，平成２９年１０月６日付け防官文第１

４８７９号により防衛大臣（以下「処分庁」又は「諮問庁」という。）が

行った一部開示決定（以下「原処分」という。）について，その取消しを

求める。 

２ 審査請求の理由 

審査請求人の主張する審査請求の理由は，審査請求書の記載によると，

おおむね以下のとおりである（意見書及びその添付資料については省略す

る。）。 

（１）他にも文書が存在するものと思われる。 

国の解釈によると，「行政文書」とは，「開示請求時点において，

「当該行政機関が保有しているもの」」（別件訴訟における準備書面）

である。 

そこで本件開示決定通知書で特定されたＰＤＦファイル形式以外の電

磁的記録形式が存在すれば，それについても特定を求めるものである。 

（２）履歴情報の特定を求める。 

本件開示決定通知からは不明であるので，履歴情報が特定されていな

ければ，改めてその特定を求めるものである。 

（３）特定されたＰＤＦファイルが本件対象文書の全ての内容を複写してい
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るか確認を求める。 

   平成２２年度（行情）答申第５３８号で明らかになったように，電子

ファイルを紙に出力する際に，当該ファイル形式では保存されている情

報が印刷されない場合が起こり得る。 

   これと同様に当該ファイル形式を他のファイル形式に変換する場合に

も，変換先のファイル形式に情報が移行しない場合が設定等により技術

的に起こり得るのである。 

   本件対象文書が当初のファイル形式を変換して複写の交付が行われて

いる場合，本件対象文書の内容が，交付された複写には欠落している可

能性がある。そのため，特定されたＰＤＦファイルが本件対象文書の全

ての内容を複写しているか確認を求めるものである。 

（４）「本件対象文書の内容と関わりのない情報」（平成２４年４月４日付

け防官文第４６３９号）についても特定を求める。 

平成２４年４月４日付け防官文第４６３９号で示すような「本件対象

文書の内容と関わりのない情報」との処分庁の勝手な判断は，法に反す

るので，本件対象文書に当該情報が存在するなら，改めてその特定と開

示・不開示の判断を改めて求めるものである。 

（５）一部に対する不開示決定の取消し。 

記録された内容を精査し，支障が生じない部分については開示すべき

である。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

１ 理由説明書 

（１）経緯 

  本件開示請求は，本件請求文書を求めるものであり，これに該当する

行政文書として，別紙のとおり４８文書を特定した。 

本件開示請求については，法１１条を適用して，平成２９年１０月６

日まで開示決定等の期限を延長し，まず，別紙に掲げる文書１を特定し，

法９条１項の規定に基づき，同年４月７日付け防官文第５５１１号によ

り，法５条３号に該当する文書を不開示とする一部開示決定処分を行っ

た後，本件対象文書を特定し，法９条１項の規定に基づき，同年１０月

６日付け防官文第１４８７９号により，法５条１号及び３号に該当する

文書を不開示とする一部開示決定（原処分）を行った。 

本件審査請求は，原処分に対して提起されたものである。 

 （２）法５条該当性について 

    付紙第２（省略）のとおり。 

（３）審査請求人の主張について 

ア 審査請求人は，「他にも文書が存在するものと思われる。」と主張

し，本件開示決定通知書で特定されたＰＤＦファイル形式以外の電磁
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的記録形式が存在すれば，それについても特定するよう求めるが，本

件対象文書の電磁的記録はＰＤＦファイル並びにＰＤＦファイル形式

とは異なるいわゆる文書作成ソフト及びプレゼンテーションソフトに

より作成された文書を特定している。 

    なお，審査請求人は，処分庁が原処分における行政文書開示決定通

知書においてＰＤＦファイル形式の電磁的記録を特定したかのように

述べるが，法その他の関係法令において，特定した電磁的記録の形式

まで，明示しなければならないことを義務付けるような趣旨の規定は

ないことから，原処分においては「ＰＤＦファイル形式」と電磁的記

録の記録形式は明示していない。 

イ 審査請求人は，「本件開示決定通知からは不明である」として，本

件対象文書の履歴情報についても特定するよう求めるとともに，「平

成２４年４月４日付け防官文第４６３９号で示すような「本件対象文

書の内容と関わりのない情報」との処分庁の勝手な判断は，法に反す

る」として，「本件対象文書の内容と関わりのない情報」についても

特定し，開示・不開示を判断するよう求めるが，本件対象文書の履歴

情報やプロパティ情報等については，いずれも防衛省において業務上

必要なものとして利用又は保存されている状態になく，法２条２項の

行政文書に該当しない。 

ウ 審査請求人は，「本件対象文書が当初のファイル形式を変換して複

写の交付が行われている場合，本件対象文書の内容が，交付された複

写には欠落している可能性がある。」として，特定されたＰＤＦファ

イルが本件対象文書の全ての内容を複写しているか確認するよう求め

るが，本件審査請求が提起された時点においては，審査請求人は複写

の交付を受けていない。 

エ 審査請求人は，「記録された内容を精査し，支障が生じない部分に

ついては開示すべきである。」として，原処分において一部を不開示

とした決定の取消しを主張するが，本件対象文書の法５条該当性を十

分に検討した結果，その一部が付紙第２（省略）のとおり同条１号及

び３号に該当することから当該部分を不開示としたものであり，その

他の部分については開示している。 

オ 以上のことから，審査請求人の主張にはいずれも理由がなく，原処

分を維持することが妥当である。 

 ２ 補充理由説明書 

法１９条１項の規定に基づき，平成３０年１月２４日付け防官文第７０

０号により諮問した平成３０年（行情）諮問第４４号について，下記のと

おり補充して説明するとともに，当該諮問書理由説明書の付紙第２に誤り

が認められたため，その全部を改める。 
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（１）文書５（平成２８年度在外邦人等輸送訓練（２８ＲＪＮＯ）状況報告 

２８．１２．１５ ２８ＲＪＮＯ統裁部）の１ページの一部については，

法５条１号に該当し不開示としたが，起案者の内線番号が記載されてお

り，これを公にすることにより，偽計等の対象とされ，緊急時あるいは

必要な部外との連絡・調整に支障を来たすなど，防衛省・自衛隊の事務

の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあることから，同条６号柱書きの

不開示事由を追加する。 

（２）文書６（平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加計画について ２

８年１２月１日 防衛部）の主務者の一部（１枚目）については，法５

条１号に該当し不開示としたが，主務者の内線番号が記載されており，

これを公にすることにより，偽計等の対象とされ，緊急時あるいは必要

な部外との連絡・調整に支障を来たすなど，防衛省・自衛隊の事務の適

正な遂行に支障を及ぼすおそれがあることから，同条６号柱書きの不開

示事由を追加する。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

   ① 平成３０年１月２４日  諮問の受理 

   ② 同日          諮問庁から理由説明書を収受 

   ③ 同年２月７日      審議 

   ④ 同月２２日       審査請求人から意見書を収受 

   ⑤ 令和３年９月３０日   委員の交代に伴う所要の手続の実施，本

件対象文書の見分及び審議 

⑥ 令和４年２月２４日   諮問庁から補充理由説明書を収受 

⑦ 同年３月１７日     審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件対象文書について 

（１）本件対象文書は，別紙に掲げる文書２ないし文書４８である。 

審査請求人は，本件対象文書のＰＤＦ形式以外の電磁的記録の特定及

び不開示部分の開示を求めており，諮問庁は，本件対象文書の一部が法

５条１号及び３号に該当するとして不開示とした原処分について，同条

６号の不開示理由を追加した上で原処分を妥当としていることから，以

下，本件対象文書の見分結果を踏まえ，本件対象文書の特定の妥当性及

び不開示部分の不開示情報該当性について検討する。 

（２）なお，不開示情報該当性の検討に当たり，当審査会において本件対象

文書を確認したところ，マスキングされている部分の一部（文書１８の

別紙中の第５項及び文書２５の２ページ）について，行政文書開示決定

通知書では「不開示とした部分」として明示されていないことが認めら

れた。 
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   その理由について，当審査会事務局職員をして諮問庁に確認させたと

ころ，行政文書開示決定通知書の「不開示とした部分」への記載漏れと

のことであった。 

   しかしながら，原処分については，行政文書開示決定通知書に表示さ

れたとおりの内容で行われたと解すべきであり，上記部分は，原処分に

おいて開示された部分と認められるから，本件審査請求の対象外と解さ

れるので，当審査会では，上記部分の不開示情報該当性についての判断

は行わない。 

（３）また，行政文書開示決定通知書において「不開示とした部分」として

記載されている文書３（別表の通番１及び通番２に該当する各部分）の

各「付紙第３項」及び文書８（別表の通番１５に該当する部分）の「同

第５号」の各表記について，当該各文書を見分したところ，当該各表記

の指す箇所が必ずしも明確でないことが認められた。 

   この点について，当審査会事務局職員をして諮問庁に確認させたとこ

ろ，項目番号の記載に誤りがあり，上記各表記は，別表の通番１では

「同第３項」，通番２では「付紙第３」及び通番１５では「第５項第２

号」がそれぞれ正しいとのことであった。 

   当該各文書を見分すると，諮問庁の上記説明のとおり，項目番号の誤

記とみることが自然であり，いずれも，当該各文書と照らし合わせれば，

不開示部分に誤解を生じさせる程度にまでは至っていないと認められる

ことから，原処分においては，通番１では「付紙第２第２項及び同第３

項」，通番２では「付紙第３」及び通番１５では「第５項第２号」のそ

れぞれ一部が不開示とされたものと解することができる（これらの誤記

を上記のとおり修正し，上記第３の２の説明及び改められた付紙第２の

内容を反映したものが別表の２ないし４欄である。）。 

   したがって，当該各不開示部分については，その不開示情報該当性を

検討するものとする。 

２ 本件対象文書の特定の妥当性について 

（１）本件対象文書の特定について，当審査会事務局職員をして諮問庁に確

認させたところ，諮問庁から次のとおり説明があった。 

 ア 本件対象文書のうち，文書２ないし文書５，文書６（１枚目を除

く），文書７ないし文書１３，文書１５，文書１６の一部，文書１

７，文書２０，文書２１，文書３０，文書３２ないし文書４１，文

書４５及び文書４６については，いわゆるプレゼンテーションソフ

ト又は文書作成ソフトによるデータを保有しており，本件請求文書

に該当する文書としてこれらを特定している。 

 イ 文書６の１枚目，文書１６の一部，文書２２ないし文書２４，文書

２９，文書４７及び文書４８については，そもそも紙媒体からＰＤ
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Ｆ化したため当初からＰＤＦ形式以外の電磁的記録を保有していな

い又はいわゆるプレゼンテーションソフト若しくは文書作成ソフト

で作成した後にＰＤＦ化し，原稿については速やかに廃棄したと考

えられるものであることから，ＰＤＦ形式以外の電磁的記録は保有

していない。 

 ウ なお，文書１４，文書１６の一部，文書１８，文書１９，文書２５

ないし文書２８，文書３１及び文書４２ないし文書４４については，

紙媒体の文書を保有しており，本件請求文書に該当する文書として

これらを特定している。 

 エ 原処分に当たり，関係部署において，書棚，書庫及びパソコン上の

ファイルの探索等を行ったが，文書６の１枚目，文書１２，文書１

３，文書１６，文書２２ないし文書２４，文書２９，文書４７及び

文書４８のＰＤＦ形式以外の電磁的記録は確認できなかった。また，

本件審査請求を受け，念のため，関係部署において，書棚，書庫及

びパソコン上のファイル等の探索を行ったものの，文書６の１枚目，

文書１２，文書１３，文書１６，文書２２ないし文書２４，文書２

９，文書４７及び文書４８のＰＤＦ形式以外の電磁的記録の存在は

確認できなかった。 

（２）文書６の１枚目，文書１６の一部，文書２２ないし文書２４，文書２

９，文書４７及び文書４８について，ＰＤＦ形式以外の電磁的記録を保

有していない旨の諮問庁の上記（１）イの説明は，これらの文書の態様

に鑑みて，特段不自然，不合理とはいえず，上記（１）ウの探索の範囲，

方法が不十分ともいえないことから，防衛省において，本件対象文書の

外に本件請求文書に該当する文書（文書６の１枚目，文書１６の一部，

文書２２ないし文書２４，文書２９，文書４７及び文書４８のＰＤＦ形

式以外の電磁的記録）を保有しているとは認められない。 

３ 不開示部分の不開示情報該当性について 

（１）個人に関する情報について（法５条１号該当性） 

ア 別表の通番３のうち５ページ，通番６のうち６ページ，通番３６，

通番４４及び通番４６の各不開示部分について 

当該部分は，自衛隊員及び他省庁の職員の写真の顔部分であること

が認められ，法５条１号本文前段の個人に関する情報であって，特

定の個人を識別することができるものに該当すると認められる。 

次に，当該部分の法５条１号ただし書イ該当性を検討するに当たり，

自衛隊員及び他省庁の職員の写真の顔部分を公にする慣行の有無，

範囲等について，当審査会事務局職員をして諮問庁に確認させたと

ころ，防衛省においては，自衛隊員のうち将官（将補以上の階級の

者を指す。）及び他省庁の指定職以上の者の顔写真については，報
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道の用に供するため，報道機関等に提供するなど，これを公にする

慣行があるが，将官以外（１佐以下の自衛官及び事務官等）及び他

省庁の指定職以外の者の顔写真については，ウェブサイト等の広報

資料等において顔写真を公表している者を除き，公表慣行がないも

のとして不開示としており，当該部分に写っている者は，いずれも

それら公表慣行があるものには該当しないとの説明があった。 

諮問庁の上記説明を覆す事情もないことから，当該部分は，法５条

１号ただし書イに該当するとは認められず，また，同号ただし書ロ

及びハに該当すると認めるべき事情も存しない。 

さらに，当該部分は，個人識別部分に該当すると認められることか

ら，法６条２項による部分開示の余地はなく，法５条１号に該当し，

不開示としたことは妥当である。 

イ 別表の通番３，通番５及び通番１０のうち各５欄に掲げる部分につ

いて 

当該部分には，担当職員の氏名及び階級等が記載されていることが

認められ，法５条１号本文前段の個人に関する情報であって，特定

の個人を識別することができるものに該当すると認められる。 

次に，当該部分の法５条１号ただし書該当性について検討すると，

公務員の職務の遂行に係る情報のうち，公務員の職及び職務遂行の

内容に係る部分は，同号ただし書ハに該当し，公務員の氏名は「各

行政機関における公務員の氏名の取扱いについて」（平成１７年８

月３日付け情報公開に関する連絡会議申合せ）により，特段の支障

の生ずるおそれのある場合を除き同号ただし書イに該当し，開示す

べきとされているところ，当該部分はいずれも職務遂行に係る公務

員の職又は氏名と認められる。 

したがって，当該部分は，法５条１号ただし書イ又はハに該当し，

同号に該当せず，開示すべきである。 

（２）自衛隊の統合訓練の具体的な目標，計画及び内容の細部並びに当該訓

練により得られた成果の詳細等に関する情報について（法５条３号該当

性） 

ア 別表の通番１，通番２，通番４，通番７ないし通番９，通番１１な

いし通番３２，通番３３及び通番３４のうち下記イを除く部分，通番

３５，通番３７ないし通番４３，通番４５並びに通番４７ないし通番

８２の各不開示部分について 

当該部分には，統合訓練における具体的な目標，計画及び内容の細

部並びに当該訓練により得られた成果の詳細等が記載されているこ

とが認められる。 

当該部分は，これを公にすることにより，自衛隊の統合運用に関す
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る能力や練度が推察され，悪意を有する相手方がその対抗措置を講

ずることが可能となるなど，防衛省・自衛隊の任務の効果的な遂行

に支障を生じさせ，ひいては国の安全が害されるおそれがあると行

政機関の長が認めることにつき相当の理由があると認められるので，

法５条３号に該当し，通番４に掲げる１０ページ及び通番７に掲げ

る１４ページの各不開示部分のうち通番３及び通番６にも該当する

部分については同条１号について判断するまでもなく，不開示とし

たことは妥当である。 

   イ 別表の通番３３及び３４の各５欄に掲げる部分について 

当該部分には，統合訓練における具体的な目標，計画及び内容の細

部並びに当該訓練により得られた成果の詳細等が記載されているこ

とが認められる。 

しかしながら，当該部分は，原処分で既に開示されている部分等か

ら容易に推測できる一般的な記述にすぎず，これを公にしても，国

の安全が害されるおそれがあると行政機関の長が認めることにつき

相当の理由があるとは認められないことから，法５条３号に該当せ

ず，開示すべきである。 

（３）行政機関担当者の内線番号について（法５条６号柱書き該当性） 

別表の通番５及び通番１０のうち上記（１）イに掲げる部分を除く不

開示部分には，行政機関担当者の内線番号が記載されている。 

当該部分は，これを公にすることにより，いたずらや偽計等に使用さ

れ，国の機関が必要とする際の緊急の連絡や部外との連絡に支障を来す

など，国の機関の事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあると認め

られるので，法５条６号に該当し，同条１号について判断するまでもな

く，不開示としたことは妥当である。 

４ 審査請求人のその他の主張について 

審査請求人のその他の主張は，当審査会の上記判断を左右するものでは

ない。 

５ 本件一部開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件請求文書の開示請求に対し，本件対象文書を特定

し，その一部を法５条１号及び３号に該当するとして不開示とした決定に

ついて，諮問庁が同条１号，３号及び６号柱書きに該当することから不開

示とすべきとしていることについては，防衛省において，本件対象文書の

外に開示請求の対象として特定すべき文書を保有しているとは認められな

いので，本件対象文書を特定したことは妥当であり，別表の５欄に掲げる

部分以外の部分は，同条１号，３号及び６号柱書きに該当すると認められ

るので，不開示としたことは妥当であるが，同欄に掲げる部分は，同条１

号及び３号のいずれにも該当せず，開示すべきであると判断した。 
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（第４部会） 

委員 小林昭彦，委員 塩入みほも，委員 常岡孝好 
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別紙 

 

１ 処分庁が特定した文書（本件対象文書は文書２ないし文書４８） 

 文書１  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練の実施に関する自衛隊一

般命令（自般命第１２８号。２８．１２．５） 

文書２  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練想定（２８．１２．８） 

文書３  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練の実施に関する統合幕僚

長指示（統合幕僚長指示第８１号。２８．１２．５） 

文書４  平成２８年度在外邦人等輸送訓練（２８ＲＪＮＯ）状況報告 

２８．１２．１４ ２８ＲＪＮＯ統裁部 

文書５  平成２８年度在外邦人等輸送訓練（２８ＲＪＮＯ）状況報告 

２８．１２．１５ ２８ＲＪＮＯ統裁部 

文書６  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加計画について ２８

年１２月１日 防衛部 

文書７  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する中央即応連

隊一般命令（中即連般命第１０３号。２８．１２．５） 

文書８  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する国際活動教

育隊一般命令（国際教般命第１０４号。２８．１２．６） 

文書９  平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する中央即応集

団一般命令（中即集団般命第１１１号電。２８．１２．６） 

文書１０ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する東部方面隊

一般命令（東方般命第５５号電。２８．１２．８） 

文書１１ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する第１ヘリコ

プター団一般命令（１ヘリ団般命第３３０号。２８．１２．８） 

文書１２ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する３２普通科

連隊一般命令（３２普連般命第１９０号電。２８．１２．８） 

文書１３ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する第１師団一

般命令（１師般命第１２８号電。２８．１２．８） 

文書１４ 中央即応集団の実施する平成２８年度在外邦人等保護措置準備

訓練の参加に関する第１師団一般命令（１師般命第１２９号電。

２８．１２．９） 

文書１５ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する中央即応集

団司令部付隊一般命令（中即集団付般命第１０５号。２８．１２

．９） 

文書１６ ２８ＲＪＮＯ・ＴＴＸ成果報告 平成２８年１２月１２日 防

衛課長 

文書１７ 「平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加に関する中央即応

集団一般命令」の一部変更に関する中央即応集団一般命令（中即
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集団般命第１１５号電。２８．１２．２０） 

文書１８ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練成果について（報告）（

３２普連第１１１９号。２８．１２．２１） 

文書１９ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練の成果について（報告）

（１師３第１７号電。２９．１．１２） 

文書２０ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練の成果について（報告）

（中即集団防第７５号電。２９．２．３） 

文書２１ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練参加成果について（報告

）（東方防第４７号電。２９．２．３） 

文書２２ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する自衛艦

隊一般命令（自艦隊般命第１３５３号。２８．１２．５） 

文書２３ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練に関する成果及び教訓事

項等について（報告）（おおすみ第２３５号。２８．１２．２０

） 

文書２４ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練に関する成果等について

（報告）（自艦隊作第２３０号。２９．２．３） 

文書２５ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する航空総

隊一般命令（総隊般命第１３３号。２８．１２．９） 

文書２６ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への人員の差し出しに関

する北部航空方面隊一般命令（北空般命第１０７号。２８．１２

．９） 

文書２７ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加等に関する中部

航空方面隊一般命令（中空般命第１４８号。２８．１２．９） 

文書２８ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への要員の差し出しに関

する西部航空方面隊一般命令（西空般命第１６３号。２８．１２

．９） 

文書２９ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する南西航

空混成団一般命令（南混団般命第１２２号。２８．１２．９） 

文書３０ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する作戦情

報隊一般命令（作情隊般命第１１３号。２８．１２．１３） 

文書３１ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する作戦情

報処理群一般命令（処理群般命第４４号。２８．１２．１３） 

文書３２ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する第１情

報処理隊一般命令（１情隊般命第４０号。２８．１２．１３） 

文書３３ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する航空戦

術教導団一般命令（戦術団般命第８８号。２８．１２．１２） 

文書３４ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する航空支

援集団一般命令（支援集団般命第１０７号。２８．１２．６） 
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文書３５ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する航空支

援集団司令部一般命令（支援集団司般命第４５号。２８．１２．

６） 

文書３６ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練の参加成果について（登

録外報告）（支援集団演第１号。２９．１．１０） 

文書３７ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への人員及び装備品等の

差し出し等に関する第１輸送航空隊一般命令（１輸空隊般命第１

５７号。２８．１２．９） 

文書３８ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練の要員の一部変更に関す

る第１輸送航空隊一般命令（１輸空隊般命第１５９号。２８．１

２．１３） 

文書３９ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加等に関する第２

輸送航空隊一般命令（２輸空隊般命第１１０号。２８．１２．８

） 

文書４０ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する第３輸

送航空隊一般命令（３輸空隊般命第１２１号。２８．１２．９） 

文書４１ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する航空気

象群一般命令（気象群般命第１５０号。２８．１２．１３） 

文書４２ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する航空教

育集団一般命令（教育集団般命第９３号。２８．１２．８） 

文書４３ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する補給本

部一般命令（補本般命第２５３号。２８．１２．９） 

文書４４ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する第２補

給処一般命令（２補般命第２２０号。２８．１２．１２） 

文書４５ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加に関する第６航

空団一般命令（６空団般命第１８０号。２８．１２．１２） 

文書４６ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加等に関する中部

航空警戒管制団一般命令（中警団般命第１９９号。２８．１２．

９） 

文書４７ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加等に関する航空

警務隊一般命令（空警般命第３９号。２８．１２．７） 

文書４８ 平成２８年度在外邦人等保護措置訓練への参加等に関する航空

警務隊本部一般命令（警本般命第１８号。２８．１２．９） 
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別表 

 

１ 

通番 

２ 

文書

番号 

３ 不開示とした

部分 

４ 不開示とした理由 ５ 開示すべ

き部分 

１ 文 書

３ 

別紙中，第６項第

２号イ（ア）ａ，

第１２項第２号イ

（ア），付紙第２

第２項及び同第３

項のそれぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

２ 別紙 中， 付紙 第

１，付紙第２第１

項及び付紙第３の

それぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

３ 文 書

４ 

５ページの写真の

顔部分，１０ペー

ジ，１１ページ及

び１５ページのそ

れぞれ一部 

個人に関する情報であ

り，これを公にすること

により，特定の個人を識

別することができるよう

になり，個人の権利利益

を害するおそれがあるこ

とから，法５条１号に該

当する。 

１１ページ及

び１５ページ

の各不開示部

分 

４ ５ページの写真の

顔を除く部分，９

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

なし 
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ページ，１０ペー

ジ及び１２ページ

ないし１４ページ

のそれぞれ一部 

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

５ 文 書

５ 

１ページの一部 個人に関する情報であ

り，これを公にすること

により，特定の個人を識

別することができるよう

になり，個人の権利利益

を害するおそれがあるこ

とから，法５条１号に該

当する。 

また，起案者の内線番号

は，これを公にすること

により，偽計等の対象と

され，緊急時あるいは必

要な部外との連絡・調整

に支障を来すなど，防衛

省・自衛隊の事務の適正

な遂行に支障を及ぼすお

それがあることから，法

５条６号柱書きにも該当

する。 

起 案 者 の 所

属，氏名及び

階級部分 

６ ６ページ及び１４

ページのそれぞれ

一部 

個人に関する情報であ

り，これを公にすること

により，特定の個人を識

別することができるよう

になり，個人の権利利益

を害するおそれがあるこ

とから，法５条１号に該

当する。 

なし 

７ ４ページ，７ペー 統合訓練の具体的な計画 なし 
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ジ，９ページない

し１２ページ及び

１４ページのそれ

ぞれ一部 

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

８ 文 書

６ 

別添「平成２８年

度在外邦人等保護

措置訓練参加計画

について」（以下

「 別 添 」 と い

う。 ）中 ，第 ２

項， 第３ 項第 ５

号，同第６号，第

４項第２号及び別

紙第４のそれぞれ

一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

９ 別添中，別紙第１

ないし別紙第３，

別紙第５及び別紙

第６のそれぞれ一

部 

なし 

１０ 主務者の一部（１

枚目） 

個人に関する情報であ

り，これを公にすること

により，特定の個人を識

別することができるよう

になり，個人の権利利益

を害するおそれがあるこ

とから，法５条１号に該

当する。 

また，主務者の内線番号

は，これを公にすること

により，偽計等の対象と

主務者の氏名

及び階級部分 
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され，緊急時あるいは必

要な部外との連絡・調整

に支障を来すなど，防衛

省・自衛隊の事務の適正

な遂行に支障を及ぼすお

それがあることから，法

５条６号柱書きにも該当

する。 

１１ 文 書

７ 

別紙中，第２項第

１号，第６項第１

号及び同第２号の

それぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

１２ 別紙 中， 付紙 第

１，付紙第５，付

紙第６の属紙第１

ないし同第３のそ

れぞれ一部 

なし 

１３ 別紙中，付紙第２

ないし付紙第４の

それぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

１４ 別紙中，付紙第７

の一部 

通信システムに関する情

報であり，これを公にし

た場合，自衛隊の通信要

領が推察され，防衛省・

自衛隊の任務の効果的な

遂行に支障を及ぼし，ひ

いては我が国の安全を害

なし 
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するおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

１５ 文 書

８ 

別紙中，第２項第

２号及び第５項第

２号のそれぞれ一

部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

１６ 文 書

９ 

本文中，着信者名

及び第３項並びに

別表のそれぞれ一

部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

１７ 別紙中，第２項第

１号，第７項第１

号，同第２号，第

１２項第１号及び

同第２号のそれぞ

れ一部 

なし 

１８ 別紙中，付紙第２

第１ 項， 同第 ２

項，同属紙第１な

いし属紙第３及び

付紙第３のそれぞ

れ一部 

なし 

１９ 文 書

１０ 

別紙中，第１項，

第５項第３号及び

付紙第４のそれぞ

れ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

なし 
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障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

２０ 別紙中，付紙第２

の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

２１ 文 書

１１ 

別紙中，第７項第

２号の一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

２２ 別紙中，付紙第２

及び同属紙のそれ

ぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 
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２３ 文 書

１２ 

本文中，通報者名

及び第５項のそれ

ぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

２４ 別紙中，第１項及

び第５項のそれぞ

れ一部 

なし 

２５ 別紙中，付紙第２

の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

２６ 文 書

１３ 

別紙中，第１項，

第４項及び第５項

のそれぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

２７ 別紙中，付紙第２

の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

なし 
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が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

２８ 文 書

１４ 

別紙中，第４項，

第５項及び付紙第

１のそれぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

２９ 別紙中，付紙第２

及び付紙第３のそ

れぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

３０ 文 書

１５ 

別紙中，第２項，

第６項，付紙第２

の属紙第１及び同

属紙第２第１項の

それぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

なし 
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が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

３１ 別紙 中， 付紙 第

２，同属紙第２第

２項及び同属紙第

３のそれぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

３２ 文 書

１６ 

１ページ及び２ペ

ージのそれぞれ一

部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

３３ 別添「平成２８年

度在外邦人等保護

措置机上訓練（Ｔ

ＴＸ）」（以下，

文書１６の項目に

おい て単 に「 別

添」 とい う。 ）

中，５枚目ないし

８枚目，１２枚目

ないし１５枚目，

１７枚目，１８枚

目，２１枚目，２

３枚目ないし２５

枚目，２７枚目，

２９枚目，３０枚

目，３２枚目，３

３枚目，３５枚目

ないし３９枚目，

４３枚目，４４枚

目，４６枚目ない

１３枚目の不

開示部分及び

２ １ 枚 目 の

「 １  想 定

（ 前 提 事

項）」欄の全

て（２行目２

文字目ないし

１３文字目を

除く。） 

（注）行数は

標題を含み，

文字数は空白

を含まず，記

号を含む。 



 

 22 

し４８枚目，５０

枚目，５２枚目な

いし５４枚目，５

６枚 目， ５８ 枚

目，５９枚目，６

１枚目ないし６３

枚目，６５枚目及

び６７枚目のそれ

ぞれ一部 

３４ 別添「総監視察概

要」中，１枚目な

いし４枚目の一部 

４枚目の不開

示部分 

３５ 別添中，２６枚目

及び２８枚目のそ

れぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

３６ 別添中，６０枚目

の一部 

個人に関する情報であ

り，これを公にすること

により，特定の個人を識

別することができるよう

になり，個人の権利利益

を害するおそれがあるこ

とから，法５条１号に該

当する。 

なし 

３７ 文 書

１７ 

着信者名の一部 統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

なし 
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任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

３８ 文 書

１８ 

別紙中，第２項な

いし第４項の一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れあることから，法５条

３号に該当する。 

なし 

３９ 文 書

１９ 

別紙中，第２項及

び付紙のそれぞれ

一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

４０ 文 書

２０ 

別紙の表中の一部 統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

なし 
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条３号に該当する。 

４１ 文 書

２１ 

別紙中，第１項な

いし第３項のそれ

ぞれ一部 

統合訓練の具体的な計画

に関する情報であり，こ

れを公にすることによ

り，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

４２ 文 書

２２ 

３ページ及び４ペ

ージのそれぞれ一

部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

４３ 文 書

２３ 

２ページ及び３ペ

ージのそれぞれ一

部 

訓練の具体的な成果及び

検討事項に関する情報で

あり，これを公にするこ

とにより，自衛隊の能力

及び練度が推察され，防

衛省・自衛隊の任務の効

果的な遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安

全を害するおそれがある

ことから，法５条３号に

該当する。 

なし 

４４ ５ページの写真の

顔部分（不鮮明な

ものを除く。） 

個人に関する情報であ

り，特定の個人を識別す

ることができることか

なし 
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ら，法５条１号に該当す

る。 

４５ 文 書

２４ 

３ページ及び４ペ

ージのそれぞれ一

部 

訓練の具体的な成果及び

検討事項に関する情報で

あり，これを公にするこ

とにより，自衛隊の能力

及び練度が推察され，防

衛省・自衛隊の任務の効

果的な遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安

全を害するおそれがある

ことから，法５条３号に

該当する。 

なし 

４６ ６ページの写真の

顔部分（不鮮明な

ものを除く。） 

個人に関する情報であ

り，特定の個人を識別す

ることができることか

ら，法５条１号に該当す

る。 

なし 

４７ 文 書

２５ 

３ペ ージ の「 ６ 

訓練参加要員（基

準）」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

４８ ３ペ ージ の「 ７ 

装備 品等 の差 出

（基準）」の一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

なし 
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が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

４９ 文 書

２６ 

別紙の「１ 訓練

参加要員」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

５０ 文 書

２７ 

２ペ ージ の「 ４ 

訓練参加者」の一

部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

５１ ３ペ ージ の「 ２ 

装備品等差出（基

準）」の一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

５２ 文 書 別紙の「２ 訓練 統合訓練の編成に関する なし 
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２８ 参 加 要 員 （ 基

準）」の一部 

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

５３ 文 書

２９ 

別紙の「４ 訓練

参 加 要 員 （ 基

準）」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

５４ 文 書

３０ 

別紙の「４ 訓練

参 加 要 員 （ 基

準）」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

５５ 

 

文 書

３２ 

１枚目の２及び宛

先の一部並びに別

紙の「４ 訓練参

加要員」の全て 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

なし 
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衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

５６ 文 書

３３ 

別紙の「４ 訓練

参加者」及び「５ 

管理事項」のそれ

ぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

５７ 文 書

３４ 

３ペ ージ の「 １ 

要員及び装備品等

の差し出し」，５

ページ及び６ペー

ジの付表第１のそ

れぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

５８ ７ページ及び８ペ

ージの付表第２の

一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

なし 
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れがあることから，法５

条３号に該当する。 

５９ ３ペ ージ の「 ２ 

航空 機の 運航 要

領」及び４ページ

の「５ 安全」の

それぞれ一部 

統合訓練の実施要領に関

する情報であり，これを

公にした場合，自衛隊の

統合運用に関する運用要

領や能力が推察され，防

衛省・自衛隊の任務の効

果的な遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安

全を害するおそれがある

ことから，法５条３号に

該当する。 

なし 

６０ ４ペ ージ の「 ４ 

通信」及び１０ペ

ージの付図のそれ

ぞれ一部 

統合訓練における通信に

関する情報であり，これ

を公にした場合，自衛隊

の統合運用における通信

要領等が推察され，防衛

省・自衛隊の任務の効果

的な遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安

全を害するおそれがある

ことから，法５条３号に

該当する。 

なし 

６１ 文 書

３５ 

２ページ及び３ペ

ージ の「 １  人

員」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

６２ ３ペ ージ の「 ２ 

装備品等」の一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

なし 
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り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

６３ 文 書

３６ 

２ ペ ー ジ の

「（ ２） 机上 訓

練」及び「（３）

実動訓練」のそれ

ぞれ一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

６４ ２ ペ ー ジ の

「（１）主要演練

項目」並びに３ペ

ージの「３ 成果

並びに改善又は検

討を要する事項」

及び「４ 所見」

のそれぞれ一部 

統合訓練の成果に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する運用要領や

能力が推察され，防衛

省・自衛隊の任務の効果

的な遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安

全を害するおそれがある

ことから，法５条３号に

該当する。 

なし 

６５ 文 書

３７ 

２ペ ージ の「 ２ 

人員の差し出し」

及び３ページの付

紙第１のそれぞれ

一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

なし 
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行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

６６ ４ページの付紙第

２の一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

６７ 文 書

３８ 

本文の一部 統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

６８ 文 書

３９ 

２ ペ ー ジ の

「（ １） 差出 要

員」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

なし 
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る。 

６９ ３ ペ ー ジ の

「（２）差出装備

品等」及び４ペー

ジの「エ 実施内

容」のそれぞれ一

部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

７０ 文 書

４０ 

別紙の「３ 参加

者」の全て 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

７１ 別紙の「４ 装備

品の差出し」の一

部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

７２ 文 書

４１ 

２ペ ージ の「 ４ 

実 施 項 目 」 の

（ １ ） ア 及 び

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

なし 
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（２）アのそれぞ

れ一部 

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

７３ ２ペ ージ の「 イ 

装備品等の差し出

し」の一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

７４ 文 書

４２ 

別紙の「４ 参加

要員」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

７５ 文 書

４３ 

付表の一部 統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

なし 
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ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

７６ 文 書

４４ 

２ペ ージ の「 ４ 

参加者」の全て及

び「 ６  管理 事

項」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

７７ 文 書

４５ 

２ペ ージ の「 ３ 

訓練参加要員」の

一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

７８ 文 書

４６ 

２ペ ージ の「 ４ 

訓練参加者」の一

部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 
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７９ ３ページの「装備

品の差出」の一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

８０ 文 書

４７ 

２ペ ージ の「 ５ 

訓練参加者等」の

全て及び３ページ

の「７ 訓練日程

（基準）」の一部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

なし 

８１ ３ペ ージ の「 ６ 

装備品」及び「８ 

服装等」のそれぞ

れ一部 

統合訓練に使用する装備

品等に関する情報であ

り，これを公にした場

合，自衛隊の統合運用に

関する能力や練度が推察

され，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支

障を及ぼし，ひいては我

が国の安全を害するおそ

れがあることから，法５

条３号に該当する。 

なし 

８２ 文 書

４８ 

２ペ ージ の「 ４ 

訓練参加者」の一

部 

統合訓練の編成に関する

情報であり，これを公に

した場合，自衛隊の統合

運用に関する能力や練度

なし 
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が推察され，防衛省・自

衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全を害す

るおそれがあることか

ら，法５条３号に該当す

る。 

 

 


